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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 （千円） 10,338,154 10,850,250 20,697,667

経常利益 （千円） 1,537,073 2,091,691 3,173,316

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 885,118 1,261,354 1,935,434

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 760,164 604,864 1,558,422

純資産額 （千円） 51,162,483 51,931,428 51,644,665

総資産額 （千円） 82,885,566 85,632,428 85,214,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.13 24.42 37.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 17.13 24.37 37.43

自己資本比率 （％） 59.74 58.43 58.54

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,571,517 △1,649,045 809,469

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,709,171 △1,612,863 △2,453,253

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,017,809 376,830 1,731,186

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,739,449 3,011,940 5,974,638

 

回次
第47期

第２四半期連結
会計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.15 12.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。
 
(1) 業績の状況

　平成28年度第２四半期における我が国経済は、日銀による１月下旬からのマイナス金利政策が継続され、所得・

雇用環境には緩やかな改善が見られるものの、国内では４月に発生した熊本地震に加え、夏季の数多くの風水害発

生による影響、世界的には中国経済が減速する中で、欧州での度重なるテロや英国のEU離脱の動き等に伴う金融資

本市場の変動などにより、我が国景気の回復にも足踏みが見られる状況にあります。

 

　航空業界におきましては、国際線のインバウンドの拡大が続いていることに加え、夏場のアウトバウンドの大幅

増加や、国内線においても若干の増加が見られております。一方、燃料コストは下げ止まりから若干上昇に転じつ

つあり、さらに国際・国内ともLCCの伸長や新幹線との競合等による厳しい競争環境にあることから、各社とも路

線ネットワークの拡充や燃費効率の優れた新鋭機材の増強、施設の集約化を行う等、あらゆるコスト削減にも取り

組んでいるところであります。

 

　このような経済情勢のもと、当社グループ（当社および連結子会社）の当第２四半期連結業績につきましては、

テナントの入居が進んだことや電気・ガス等のコストの減少によって、売上高は10,850百万円（前年同期比5.0％

増）、営業利益は2,047百万円（同30.7％増）、経常利益は2,091百万円（同36.1％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は1,261百万円（同42.5％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次の通りであります。

①不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業は、東京国際空港や関西国際空港周辺におけるテナントの入居状況が改善したこと、及びシンガ

ポールの子会社の売上が拡大して来たこと等に伴い、売上高は8,007百万円（前年同期比5.3％増）となり、営業利

益は1,318百万円（同30.8％増）となりました。

 

②熱供給事業

　熱供給事業は、連結子会社の東京空港冷暖房㈱による東京国際空港沖合地区の地域冷暖房売上が堅調に推移し、

売上高は1,669百万円（前年同期比1.5％増）となり、電気料、燃料ガスの値下がり等もあって、営業利益は623百

万円（同30.6％増）となりました。

 

③給排水運営その他事業

　給排水運営その他事業は、東京国際空港の乗降客数増加に伴い給排水の売上が堅調に推移したこと、岐阜瑞浪に

おける太陽光発電所の稼働もあり、売上高は1,173百万円（前年同期比7.6％増）となり、営業利益は105百万円

（同30.2％増）となりました。

 

EDINET提出書類

空港施設株式会社(E03958)

四半期報告書

 3/22



(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前年同期比1,727

百万円減少の3,011百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動で得られた資金は1,649百万円の支出（前年同期は2,571百万円の収入）となりました。これはリース投資

資産および営業貸付金の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金は1,612百万円の支出（前年同期は1,709百万円の支出）となりました。これは固定資産取得に

よる支出が減少したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金は376百万円の収入（前年同期は2,017百万円の支出）となりました。これは主に長期借入金の

実行によるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 また、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めておりません。

 

(4) 研究開発活動

 該当事項はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、空港機能の補完を目的としております。当社グループの主要業務は、空港内における格納

庫、事務室の賃貸、冷暖房等の供給であることから、主要賃貸先である航空会社に対する売上規模が大きく、航

空業界を取り巻く環境の変動が、当社グループの成績に重要な影響を与える要因と考えております。

 このような状況の中、昨今の航空会社の合理化により、一部施設の返却がなされましたが、当社グループといた

しましては、東京国際空港の賃貸スペースの再活用を促進するため、空港容量の拡大等を背景として生じた運航支

援施設、航空関連施設等に関する新たなニーズを把握し、当社施設の活用を積極的に図っており、効果があらわれ

ております。

 それ以外にも、空港外施設・資産への取組みとして、京浜急行空港線沿線での更なる展開、航空物流施設の整

備、都心優良資産の取得継続、海外空港での事業展開等にも取り組んでまいります。

 

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、シンガポール子会社における営業貸付金の増加等により、前連

結会計年度末比417百万円増加の85,632百万円となりました。

　負債は、シンガポールでの借入の増加に加え、テナント入居に伴う預り保証金（敷金）増加等により、前連結会

計年度末比130百万円増加の33,701百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末比286百万円増加の51,931百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は58.4％と前連結会計年度末に比べ、0.1ポイント減少しました。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

 当社グループの経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するようにしてお

ります。「空港を拠点とする活力ある民間企業として、空港に必要な施設と機能を創造し提供する役割を担い、航

空の発展に貢献する。」ことを使命としている当社グループとしては、東京国際空港の更なる容量拡大、また、今

後増加が見込まれる訓練需要への対応等を踏まえて、地上施設の整備・充実にいかにして貢献していくかという問

題を認識しております。

 このため、こうした航空界の変化を積極的に受け止め、航空会社に共通した整備施設の調査等に取組むほか、首

都圏空港の機能強化の動きや民活空港運営法の制定による空港の運営改革に関する動き等、国の政策の変化をフォ

ローしてまいります。

 また、今後も引き続き、当社グループの使命を認識して事業を進めて行く所存であります。

 多目的総合ビル、地域冷暖房施設、航空機洗機施設、航空機汚水処理施設といった航空各社の共同利用施設な

どにみられる空港機能の補完、格納庫、原動機工場、訓練施設等といった各航空会社が使用する空港機能施設の

補完を事業の基盤と考え、必要に応じ積極的に新規投資を行ない、事業規模の拡大と収益力の拡大・向上を進め

るとともに、安定的な賃料収入の確保に努めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 124,800,000

計 124,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 54,903,750 54,903,750
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 54,903,750 54,903,750 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

 当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成28年７月28日

新株予約権の数（個） 646

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）　（注）1 64,600

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり1円

新株予約権の行使期間 平成28年８月16日から平成58年８月15日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　　発行価格　469

　　　　　　　資本組入額　（注）２

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡による新株予約権の取得については、当社取締

役会の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４

 

（注）１　新株予約権の目的となる株式の数

新株予約権１個当たりの目的である株式の数は100株とする。

　新株予約権の割当日後、当社が普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、

株式分割の記載につき同じとする。）または株式併合を行う場合は、次の算式により新株予約権の目的である

株式の数と調整するものとする。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新

株予約権の目的である株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨

てる。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　株式分割・株式併合の比率

　調整後株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日（基準日を定めてないときは、その効力

発生日）以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資

本金または準備金を増加させる議案が当社株主総会において承認されることを条件として株式分割が行われる

場合で、当社株主総会の終結の日以前の日を株式分割の基準日とする場合、調整後株式数は、当該株主総会の

終結の日の翌日以降、当該基準日の翌日に遡ってこれを適用する。

　また、上記のほか、割当日後、当社が合併、会社分割または株式交換を行う場合及びその他これらの場合に

準じて新株予約権の目的である株式の数の調整を必要とする場合、当社は、当社取締役会において必要と認め

る株式数の調整を行うことができる。

 

２　資本組入額

①　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場合は、

これを切り上げるものとする。

②　新株予約権の行使により、株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金

等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

 

３　新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、新株予約権の行使期間内において、当社の取締役及び執行役員の地位を喪失した日の翌

日から10日を経過する日までの期間に限り、新株予約権を行使することができるものとする。

②　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人代表者は、当該被相続人が死亡した日の翌日から６ヶ月を

経過するまでの間に限り、新株予約権を一括してのみ行使することができるものとする。

③　その他の条件については、当社取締役会決議に基づき当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

割当契約」（以下、「割当契約」といいます。）に定めるところによる。
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４　組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

　当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る。）、株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）（以上

を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の発生日（吸収合併につき吸

収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立会社成立の日、吸収分割につき吸収分割の効力発生

日、新設分割につき新設分割設立会社成立の日、株式交換につき株式交換がその効力を生ずる日、及び株式移転

につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ。）の直前において残存する新株予約権（以下、

「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項

第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権を交付することとす

る。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸

収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限る。

 

①　交付する対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

②　新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③　新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、前記（注）１に準じて決定する。

④　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記③に

従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。再

編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象会社の

株式１株当たり１円とする。

⑤　新株予約権を行使することができる期間

新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のいずれか遅い日から、新株

予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

⑥　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

前記（注）２に準じて決定する。

⑦　譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

⑧　新株予約権の行使の条件

前記（注）３に準じて決定する。

⑨　新株予約権の取得条項

(１)　新株予約権者が権利行使する前に、前記（注）２の定めまたは新株予約権割当契約の定めにより新株

予約権を行使できなくなった場合、当社は当社の取締役会が別途定める日をもって当該新株予約権を無

償で取得することができる。

(２)　当社は、以下イ、ロまたはハの議案につき当社の株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の

場合は当社の取締役会で承認された場合）は、当社の取締役会が別途定める日に新株予約権を無償で取

得することができる。

イ．当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

ロ．当社が分割会社となる分割契約または分割計画承認の議案

ハ．当社が完全子会社となる株式交換契約または株式移転計画承認の議案

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 54,903,750 － 6,826,100 － 6,982,890
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本航空株式会社 東京都品川区東品川２丁目４番11号 10,521 19.16

ANAホールディングス株式会社 東京都港区東新橋１丁目５番２号 10,521 19.16

株式会社日本政策投資銀行 東京都千代田区大手町１丁目９番６号 6,920 12.60

国際航業株式会社 東京都千代田区六番町２番地 1,924 3.50

MLI FOR CLIENT GENERAL OMNI

NON COLLATERAL NON TREATY-PB

（常任代理人　メリルリンチ日本

証券株式会社）

MERRILL LYNCH FINANCIAL CENTRE 2 KING

EDWARD STREET LONDON EC1A 1HQ

（東京都中央区日本橋1丁目4番1号　日本

橋一丁目三井ビルディング）

1,480 2.69

伴野富男 岐阜県美濃加茂市 1,350 2.45

RBC ISB S/A DUB NON

RESIDENT/TREATY RATE UCITS-

CLIENTS ACCOUNT（常任代理人　シ

ティバンク銀行株式会社）

14 PORTE DE FRANCE, ESCH-SUR-

ALZETTE,LUXEMBOURG,L-4360

（東京都新宿区新宿6丁目27番30号）

1,150 2.09

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町2丁目2番1号 800 1.45

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11番3号 767 1.39

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1丁目8番11号 591 1.07

計 － 36,026 65.61

 （注）上記のほか、自己株式が3,235千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

3,235,700
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

51,631,000
516,310 －

単元未満株式
普通株式

37,050
－ 1単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 54,903,750 － －

総株主の議決権 － 516,310 －

（注） 上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権の数４個）が含

まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

空港施設株式会社

東京都大田区羽田

空港１丁目６番５

号

3,235,700 － 3,235,700 5.89

計 － 3,235,700 － 3,235,700 5.89

（注） 上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権の数

１個）あります。

 なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含まれております。

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,974,638 3,011,940

受取手形及び売掛金 1,006,211 1,104,106

有価証券 1,000,000 -

リース債権及びリース投資資産 3,874,634 5,661,448

営業貸付金 5,392,481 6,147,470

原材料及び貯蔵品 13,083 12,982

繰延税金資産 165,175 165,175

その他 141,027 1,766,386

流動資産合計 16,567,252 17,869,510

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 45,110,286 44,880,278

機械装置及び運搬具（純額） 5,053,144 4,975,848

工具、器具及び備品（純額） 38,910 39,565

土地 9,592,528 9,592,528

建設仮勘定 1,562,242 1,431,860

有形固定資産合計 61,357,112 60,920,081

無形固定資産 25,064 24,178

投資その他の資産   

投資有価証券 5,976,316 5,368,163

長期貸付金 3,429 3,126

繰延税金資産 468,895 655,111

退職給付に係る資産 198,997 180,931

その他 652,251 645,890

貸倒引当金 △34,567 △34,567

投資その他の資産合計 7,265,322 6,818,657

固定資産合計 68,647,500 67,762,917

資産合計 85,214,753 85,632,428

 

EDINET提出書類

空港施設株式会社(E03958)

四半期報告書

11/22



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,114,793 593,793

短期借入金 4,379,428 4,272,289

未払金 519,280 229,233

未払法人税等 488,020 663,265

未払費用 269,075 86,271

前受収益 948,317 1,890,551

賞与引当金 131,496 134,622

役員賞与引当金 25,880 24,297

有形固定資産撤去費用引当金 223,321 20,175

その他 363,151 442,024

流動負債合計 8,462,765 8,356,522

固定負債   

長期借入金 19,621,404 19,708,937

長期預り保証金 5,083,361 5,253,306

長期未払金 394,749 381,885

退職給付に係る負債 5,370 -

役員退職慰労引当金 2,436 348

固定負債合計 25,107,322 25,344,477

負債合計 33,570,088 33,701,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,826,100 6,826,100

資本剰余金 6,982,920 6,983,986

利益剰余金 35,418,621 36,370,010

自己株式 △1,562,688 △1,559,225

株主資本合計 47,664,953 48,620,871

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,234,058 1,812,122

為替換算調整勘定 △10,292 △398,173

その他の包括利益累計額合計 2,223,766 1,413,948

新株予約権 29,359 55,022

非支配株主持分 1,726,586 1,841,585

純資産合計 51,644,665 51,931,428

負債純資産合計 85,214,753 85,632,428
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 10,338,154 10,850,250

売上原価 7,902,977 7,926,697

売上総利益 2,435,176 2,923,552

販売費及び一般管理費   

役員報酬 130,389 138,504

給料及び賞与 210,170 208,380

賞与引当金繰入額 83,985 86,886

役員賞与引当金繰入額 25,880 24,297

旅費交通費及び通信費 47,097 55,103

租税公課 46,053 49,696

減価償却費 14,022 3,708

その他 310,626 309,366

販売費及び一般管理費合計 868,225 875,942

営業利益 1,566,950 2,047,609

営業外収益   

受取利息 13 192

受取配当金 110,025 131,555

受取手数料 22,077 4,329

撤去引当金戻入益 - 106,542

その他 75,225 74,433

営業外収益合計 207,341 317,052

営業外費用   

支払利息 149,257 179,636

固定資産撤去費用 30,270 20,550

為替差損 2,235 70,244

減価償却費 54,741 -

その他 713 2,540

営業外費用合計 237,218 272,970

経常利益 1,537,073 2,091,691

特別利益   

固定資産売却益 6,707 -

特別利益合計 6,707 -

特別損失   

固定資産除却損 7,339 931

固定資産売却損 12,609 -

特別損失合計 19,949 931

税金等調整前四半期純利益 1,523,831 2,090,760

法人税等 531,112 676,078

四半期純利益 992,718 1,414,682

非支配株主に帰属する四半期純利益 107,600 153,328

親会社株主に帰属する四半期純利益 885,118 1,261,354
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 992,718 1,414,682

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △230,543 △421,936

為替換算調整勘定 △2,010 △387,881

その他の包括利益合計 △232,554 △809,817

四半期包括利益 760,164 604,864

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 652,563 451,536

非支配株主に係る四半期包括利益 107,600 153,328
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,523,831 2,090,760

減価償却費 1,792,034 1,747,635

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加）
1,122,259 △2,042,698

有形固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減

少）
△53,015 △203,146

営業貸付金の増減 (△は増加） - △1,398,910

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △17,904 18,066

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,056 △5,370

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △205,391 △2,088

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,694 3,126

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 84 △1,583

貸倒引当金の増減額（△は減少） △81,381 -

受取利息及び受取配当金 △110,038 △131,747

株式報酬費用 29,359 30,240

支払利息 149,257 179,636

有価証券利息 △122 △1

有形固定資産除却損 7,339 931

有形固定資産売却損益（△は益） 5,902 -

売上債権の増減額（△は増加） △706,592 △97,895

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,700 101

前受収益の増減額（△は減少） 121,063 950,456

仕入債務の増減額（△は減少） △346,277 △520,999

未払費用の増減額（△は減少） 1,180,033 49,404

未払消費税等の増減額（△は減少） △555,993 △10,296

その他の流動資産の増減額（△は増加） △830,711 △1,618,998

その他の流動負債の増減額（△は減少） 158,333 △174,885

小計 3,200,523 △1,138,263

利息及び配当金の受取額 110,161 131,748

利息の支払額 △161,937 △184,018

法人税等の支払額 △577,228 △458,513

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,571,517 △1,649,045

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,819,694 △1,613,166

長期貸付金の回収による収入 415 303

有形固定資産の売却による収入 110,107 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,709,171 △1,612,863
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,278,132 6,380,491

短期借入金の返済による支出 △2,260,475 △6,380,491

長期借入れによる収入 790,650 2,190,141

長期借入金の返済による支出 △1,568,543 △1,633,988

預り保証金の受入による収入 140,211 221,480

預り保証金の返還による支出 △49,238 △52,626

自己株式の取得による支出 △223 △47

配当金の支払額 △309,991 △309,798

非支配株主への配当金の支払額 △38,329 △38,329

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,017,809 376,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,509 △77,619

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,151,953 △2,962,698

現金及び現金同等物の期首残高 5,891,402 5,974,638

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,739,449 ※ 3,011,940
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 4,739,449千円 3,011,940千円

現金及び現金同等物 4,739,449千円 3,011,940千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月1日 至 平成27年９月30日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 309,968 6.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 309,965 6.0 平成27年９月30日 平成27年11月24日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月1日 至 平成28年９月30日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 309,964 6.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月27日

取締役会
普通株式 310,007 6.0 平成28年９月30日 平成28年11月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
不動産賃貸
事業

熱供給事業
給排水運営
その他事業

計

売上高       

(1)外部顧客に対する

売上高
7,603,292 1,644,801 1,090,060 10,338,154 － 10,338,154

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
109,310 433,191 152,036 694,538 (694,538) －

計 7,712,603 2,077,992 1,242,096 11,032,692 (694,538) 10,338,154

セグメント利益 1,008,455 477,119 81,376 1,566,950 － 1,566,950

 （注）セグメント利益は、営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
不動産賃貸
事業

熱供給事業
給排水運営
その他事業

計

売上高       

(1)外部顧客に対する

売上高
8,007,559 1,669,350 1,173,340 10,850,250 － 10,850,250

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
109,310 447,414 167,161 723,886 (723,886) －

計 8,116,870 2,116,764 1,340,501 11,574,136 (723,886) 10,850,250

セグメント利益 1,318,682 623,009 105,918 2,047,609 － 2,047,609

 （注）セグメント利益は、営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 17円13銭 24円42銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 885,118 1,261,354

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円）
885,118 1,261,354

普通株式の期中平均株式数（千株） 51,661 51,661

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 17円13銭 24円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

（うち支払利息（税額相当額控除後（千円）） － －

（うち事務手数料（税額相当額控除後（千円）） － －

普通株式増加数（千株） 1 103

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・310,007千円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・6円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成28年11月24日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年10月27日

空港施設株式会社

取締役会 御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 恩田 正博   印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 橋元 秀行   印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 清水谷 修   印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている空港施設株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、空港施設株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

       ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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